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「
冨
嶽
三
十
六
景
への
挑
戦　
北
斎
と
広
重
」

4
月
24
日（
土
）〜
6
月
20
日（
日
）　
1
階 

特
別
展
示
室

特別展
　

当
館
は
こ
れ
ま
で
、
江
戸
文
化
を

代
表
す
る
浮
世
絵
の
展
覧
会
を
多
く

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
初

の
試
み
と
し
て
、
所
蔵
品
の
み
で
特

別
展
「
冨
嶽
三
十
六
景
へ
の
挑
戦  

北

斎
と
広
重
」を
開
催
し
ま
す
。

　

本
展
の
主
役
は
、
風
景
画
で
双

璧
を
な
す
葛
飾
北
斎（
1
7
6
0
〜

1
8
4
9
）と
歌
川
広
重（
1
7
9
7
〜

1
8
5
8
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
品
を
含

む
見
応
え
の
あ
る
展
覧
会
で
す
。

見
ど
こ
ろ
❶
　 

 
 

ス
ト
ー
リ
ー
で
名
作
を
見
る
、 

新
し
い
北
斎
・
広
重
展
！

　

物
語
の
冒
頭
は
、
歌
川
広
重
こ

と
、
安
藤
徳
太
郎
が
10
歳
で
描
い
た

一
枚
の
絵
画
「
三み

保ほ
の

松ま
つ

原ば
ら

図ず

」
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
徳
太
郎
の
夢
は
、
上

手
に
絵
を
描
け
る
よ
う
に
な
る
こ

と
。武
士
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
思
い
を
浮
世
絵
師
・
歌
川
豊
広

に
弟
子
入
り
し
て
実
現
し
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か

る
高
い
壁
は
、
天
才
絵
師
・
葛
飾
北

斎
の
存
在
で
し
た
。

　

第
1
章
で
は
、
北
斎
20
歳
代
後
半

か
ら
60
歳
代
ま
で
の
作
品
の
数
々
を

た
ど
り
ま
す
。
第
2
章
は
、
広
重
も

驚
き
を
も
っ
て
見
た
で
あ
ろ
う
北
斎

代
表
作
「
冨
嶽
三
十
六
景
」。
第
3

章
の
始
ま
り
は
、
広
重
が
30
歳
代
後

半
で
刊
行
し
た
「
東と
う

海か
い

道ど
う

五ご

拾じ
ゅ
う

三さ
ん

次つ
ぎ

之の

内う
ち

」
シ
リ
ー
ズ
。
自
分
ら
し
さ
を

出
し
た
名
所
絵
に
よ
り
、
風
景
画
の

中
心
を
担
う
絵
師
へ
と
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
最
終
章
は
、
北
斎
没
後
の

広
重
に
よ
る
富
士
図
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
対
抗
心
と
あ
く
な
き
挑
戦
が

う
か
が
え
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
❷
　 
 

 

北
斎「
冨
嶽
三
十
六
景
」  

 

全
46
点 

一
挙
展
示
！

　
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
は
わ
が
国
を

代
表
す
る
日
本
美
術
と
し
て
、
世
界

の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
作
品
で

す
。
2
0
2
4
年
度
か
ら
は
、「
神か

奈な

川が
わ

沖お
き

浪な
み

裏う
ら

」
が
新
千
円
札
の
裏
面
に

予
定
さ
れ
、私
た
ち
に
と
っ
て
、ま
す

ま
す
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

見
ど
こ
ろ
❸
　 

 
 

実
は
す
ご
い  

 
 

江
戸
博
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
！

　

本
展
の
作
品
・
資
料
は
全
て
当
館

の
所
蔵
品
。「
冨
嶽
三
十
六
景
」「
東

海
道
五
拾
三
次
之
内
」
や
歌
川
広
重

が
手
元
に
残
し
た
「
三
保
松
原
図
」

や
愛
用
の
煙
草
入
れ
な
ど
の
遺
品
は

貴
重
で
す
。
さ
ら
に
一
堂
で
は
な
か

な
か
見
る
機
会
が
な
い
、
け
れ
ど
も

浮
世
絵
を
語
る
上
で
見
逃
せ
な
い
作

品
群
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
展
は
、
北
斎
と
広
重
、
両
者
の

風
景
画
へ
の
挑
戦
を
浮
き
彫
り
に
す

る
試
み
で
す
。
そ
の
結
実
で
あ
る
名

作
の
数
々
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。 

（
学
芸
員　

小
山
周
子
）

三保松原図
安藤徳太郎（歌川広重）／画　
1806年（文化3）
資料番号 91212212

冨嶽三十六景  凱
がい
風
ふう
快
かい
晴
せい

葛飾北斎／画　1831～33年（天保2～4）頃  資料番号 92202744

東海道五拾三次之内 原 朝
あさ
之
の
冨
ふ
士
じ

歌川広重／画　1834～36年（天保5～7）頃　資料番号 08100014

1



や
愛
用
の
煙
草
入
れ
な
ど
の
遺
品
は

貴
重
で
す
。
さ
ら
に
一
堂
で
は
な
か

な
か
見
る
機
会
が
な
い
、
け
れ
ど
も

浮
世
絵
を
語
る
上
で
見
逃
せ
な
い
作

品
群
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
展
は
、
北
斎
と
広
重
、
両
者
の

風
景
画
へ
の
挑
戦
を
浮
き
彫
り
に
す

る
試
み
で
す
。
そ
の
結
実
で
あ
る
名

作
の
数
々
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。 

（
学
芸
員　

小
山
周
子
）

in
fo

rm
at

io
n

特別展

「冨嶽三十六景への挑戦
  北斎と広重」
開館時間 : 9：30～17：30（土曜日は19：30まで）　 
  ※入館は閉館の30分前まで
  ※開館時間等に変更が生じる場合があります。 

最新の情報は江戸東京博物館ホームページで
ご確認ください。

休 館 日 : 毎週月曜日（ただし4月26日、5月3日は開館）
主　　催 : 公益財団法人東京都歴史文化財団   
  東京都江戸東京博物館、朝日新聞社

江
戸
東
京
博
物
館
で
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
※
展
覧
会
名
及
び
会
期
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
③
④
の
展
覧
会
は
開
催
を
2
0
2
0
年
度
か
ら
1
年
延
期
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

1

「
国
立
ベ
ル
リ
ン
・
エ
ジ
プ
ト
博
物
館
所
蔵　

		
 	

    　 

古
代
エ
ジ
プ
ト
展  

天
地
創
造
の
神
話
」

開
催
中
〜
4
月
4
日（
日
）ま
で

※
詳
し
く
は
、
前
号
（
江
戸
博
N
E
W
S 

1
1
1
号
） 

1
・
2
頁 

特
別
展

紹
介
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2

「
冨
嶽
三
十
六
景
への
挑
戦  

北
斎
と
広
重
」

4
月
24
日（
土
）〜
6
月
20
日（
日
）

※
前
頁
の
特
別
展
紹
介
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3
「
大
江
戸
の
華 

 
 

  

─
武
家
の
儀
礼
と
商
家
の
祭
─
」

7
月
10
日（
土
）〜
9
月
20
日（
月・祝
）

　

都
市
江
戸
に
暮
ら
し
た
武
家
や
商
家
の
儀

礼
、
祭
礼
、
婚
姻
な
ど
、「
ハ
レ
」
の
場
面
や
舞

台
に
注
目
し
、
活
発
に
し
て
明
る
い
江
戸
の
す

が
た
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

当
館
所
蔵
の
逸
品
や
初
出
品
の
資
料
を
中

心
に
展
示
を
構
成
す
る
こ
と
で
、「
江
戸
博
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」を
紹
介
。
ま
た
、華
や
か
な
資
料

を
重
点
的
に
展
示
し
、
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し

め
る
内
容
と
い
た
し
ま
す
。

4 「
縄
文
２
０
２
１ 		

	
	

	    

─
東
京
に
生
き
た
縄
文
人 

─
」

10
月
9
日（
土
）〜
12
月
5
日（
日
）

　

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
の
特
別
協
力
に
よ
り
、「
東
京
の
縄
文
人
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
展
覧
会
を
開
催
。縄
文
時
代
を
生
き
た
人
々
の

〝
生
〞
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
伝
え
ま
す
。
江
戸
の
暮
ら
し
や

文
化
を
振
り
替
え
る
礎
と
し
て
、
そ
の
源
流
と
も
言
う

べ
き
東
京
の
縄
文
人
の
生
活
に
焦
点
を
あ
て
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
江
戸
東
京
の
様
々
な
暮
ら
し
や
文
化
を
歴

史
資
料
に
基
づ
い
て
復
元
・
再
現
し
て
き
た
当
館
な
ら
で

は
の
視
点
か
ら
、
縄
文
時
代
の
出
土
品
が
使
用
さ
れ
て
い

た
生
活
空
間
や
道
具
の
実
際
の
使
用
方
法
な
ど
を
復

元
・
再
現
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※（　）内は20名以上の団体料金。
※ 次の場合は観覧料が無料。未就学児童。身体障害者手帳・愛の手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・被爆
者健康手帳をお持ちの方と、その付き添いの方（2名まで）。

※ 小学生と都内在住・在学の中学生は、常設展示室観覧料が無料のため、共通券はありません。
※ 前売券は2021年3月19日（金）～4月23日（金）まで江戸東京博物館チケットうりばで販売。

観覧料（税込） 特別展専用券 特別展・常設展共通券 特別展前売券

一般 1,000円（800円） 1,280円（1,020円） 800円
大学生・専門学校生 800円（640円） 1,020円（810円） 640円
中学生（都外）・高校生・

65歳以上 500円（400円） 640円（510円） 400円

小学生・中学生（都内） 500円（400円） なし 400円

1
階  

特
別
展
示
室

2
0
2
1
年
度
　
特
別
展
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

多摩ニュータウンのビーナス（土偶）　
多摩ニュータウンNo.471遺跡　縄文時代中期　
東京都教育委員会蔵

黒
くろ
塗
ぬり
梅
うめ
唐
から
草
くさ
丸
まる
に三
さん
階
がい
菱
びし
紋
もん
散
ちらし
蒔
まき
絵
え
女
おんな
乗
のり
物
もの
　江戸時代末期　資料番号 97200071
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常設展示室から

企画展

3
月
9
日（
火
）〜
5
月
9
日（
日
）　
前
期
：
3
月
9
日（
火
）〜
4
月
4
日（
日
）　
後
期
：
4
月
6
日（
火
）〜
5
月
9
日（
日
） 

常
設
展
示
室　
5
F
企
画
展
示
室　
※
会
期
中
に
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
。

市
民
か
ら
の
お
く
り
も
の
2
0
2
0

　
　

 

―
令
和
元
年
度 

新
収
蔵
品
を
中
心
に
―

　

当
館
で
は
、
江
戸
東
京
の
歴
史
と
文
化

に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
未

来
へ
伝
え
る
た
め
に
保
存
管
理
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、資
料
が
持
つ
様
々
な
情
報
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
展

示
な
ど
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
当
館
が
新
た
に
収
蔵
し
た
資

料
を
、
み
な
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
く
展
覧

会
で
す
。
令
和
元
・
2
年
度
も
多
く
の
資

料
を
当
館
の
収
蔵
品
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
資
料
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
意
も
込
め
て
、こ
の
中
か

ら
厳
選
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

8
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
1
7
4
5
年

（
延
享
2
）に
徳
川
家
康
百
三
十
回
忌
の
法

要
を
盛
大
に
営
ん
だ
時
の
行
列
を
描
い
た

華
麗
な
絵
巻「
紅も
み
じ葉

山や
ま

八は
っ

講こ
う

法ほ
う

会え

図ず

巻か
ん

」、

女
性
の
化
粧
道
具
を
飾
る
婚
礼
調
度
の
棚

「
葵あ
お
い

蝶ち
ょ
う

紋も
ん

鶴つ
る

亀か
め

松し
ょ
う

竹ち
く

梅ば
い

七し
っ

宝ぽ
う

繋つ
な
ぎ

蒔ま
き

絵え

黒く
ろ

棚だ
な

」、
勝
海
舟
の
父
・
小こ

吉き
ち

（
1
8
0
2
〜

1
8
5
0
）
が
自
身
の
半
生
を
語
っ
た
貴

重
な
自
伝
「
夢む

酔す
い

独ど
く

言げ
ん

」、
喜
多
川
歌
麿

が
望
月
５
図
を
描
き
蔦
屋
重
三
郎
が

1
7
8
9
年（
寛
政
元
）に
出
版
し
た
豪
華

な
狂
歌
絵
本「
狂き
ょ
う

月げ
つ

坊ぼ
う

」、
日
本
初
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動
に
際
し
東
京
市
が

1
9
3
3
年（
昭
和
8
）に
制
作
し
た
ア
ル

バ
ム
「T

okyo S
p

orts C
en

ter of th
e 

O
rie

n
t

（
東
洋
の
ス
ポ
ー
ツ
中
心
地
東

京
）」
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
江
戸

博
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。 

 （
学
芸
員　

粟
屋
朋
子
）

狂月坊 
喜多川歌麿／画　1789年（寛政元）　資料番号 19200057　（頁替あり）

紅葉山八講法会図巻（部分）　江戸中期　資料番号 19200001　（巻き替あり）

葵蝶紋鶴亀松竹梅七宝繋蒔絵黒棚 
1864年（元治元）頃　資料番号 19200025

3



■
開
催
場
所

 

常
設
展
示
室
内　
５
F
企
画
展
示
室

■
会
期

 

6
月
5
日（
土
）〜
7
月
4
日（
日
）

■
会
期
中
の
休
館
日

 

6
月
7
日（
月
）、
14
日（
月
）、
21
日（
月
）、

28
日（
月
）

■
展
示
内
容

 

・
新
発
見
考
古
速
報

 

・
我
が
ま
ち
が
誇
る
遺
跡

 
 

・
特
集
展
示「
記
念
物
1
0
0
年
」

■
同
時
開
催

 
 

地
域
展「
江
戸
の
金
箔
瓦
」

主
催
：

文
化
庁
、東
京
都
、公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史

文
化
財
団 

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、東
京
新
聞
、

全
国
新
聞
社
事
業
協
議
会

協
力
：

全
国
公
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
、

全
国
埋
蔵
文
化
財
法
人
連
絡
協
議
会
、

公
益
財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、

共
同
通
信
社

後
援
：

全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会

発
掘
さ
れ
た

日
本
列
島

２
０
２
１

企画展

◉
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 

※ 

展
覧
会
名
及
び
会
期
は
、 

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相
撲
の
錦
絵
と
江
戸
文
化

7
月
17
日（
土
）〜
9
月
5
日（
日
）

3

発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
2
0
2
1	

	

地
域
展「
江
戸
の
金
箔
瓦
」

6
月
5
日（
土
）〜
7
月
4
日（
日
）

2

市
民
か
ら
の
お
く
り
も
の
2
0
2
0		

─
令
和
元
年
度 

新
収
蔵
品
を
中
心
に
─

3
月
9
日（
火
）〜
5
月
9
日（
日
）

1

江
戸
東
京
通
史

9
月
18
日（
土
）〜
12
月
5
日（
日
）

4

徳
川
宗
家
2
0
2
1

2
0
2
2
年

１
月
2
日（
日
）〜
3
月
6
日（
日
）

5

展示事業係から展示事業係から

 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
楽
し
む

江
戸
東
京
博
物
館 

常
設
展
示
室

「
360°
パノ
ラ
マ
ビュ
ー
」の
ご
紹
介

　

収
束
の
見
え
な
い
昨
今
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
情
況
に

伴
い
、
美
術
館
や
博
物
館
か
ら

足
が
遠
の
い
て
い
る
方
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中

で
、全
国
・
全
世
界
の
美
術
館
博

物
館
が
、
急
速
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
当
館
で
も
、
特
別
展
や
常

設
展
示
の
解
説
動
画
の
配
信
を

は
じ
め
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
2
0
1
8
年
（
平
成
30
）
か

ら
公
開
し
て
い
る
、
常
設
展
示
室
「
360°
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
」。
あ
た
か
も
展
示

室
内
に
足
を
運
び
、
歩
き
回
っ
て
い
る
感
覚
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
展
示
室
で
さ
え
得
ら
れ
な
い
、
模
型
の
中
を
歩
き
回
る

感
覚
を
味
わ
え
る
こ
と
が
、一
押
し
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
小
型
カ
メ
ラ
を
駆

使
し
た
懸
命
な
撮
影
に
よ
り
、
模
型
の
中
の
人
形
た
ち
に
交
じ
っ
て
江
戸
の

街
歩
き
を
す
る
感
覚
を
実
現
し
ま
し
た
。
常
設
展
示
室
に
訪
れ
た
こ
と
の

あ
る
方
に
も
是
非
、
来
館
時
と
は
一
味
違
う
鑑
賞
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。 

（
学
芸
員　

春
木
晶
子
）

「
360°
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
」は
こ
ち
ら 

常
設
展
示
室
内  

5
F 

企
画
展
示
室

2
0
2
1
年
度
　
企
画
展
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

常設展示室「360°パノラマビュー」で見る両国橋西詰模型
両国広小路を歩く人々の仕草や屋台のなかの様子までご覧いただけます。
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研究の
散歩道

感
染
症
予
防
を
め
ぐ
る
言げ

ん

説せ
つ

学
芸
員　

菅
井
薫
・
文

昨
年
か
ら
、
私
た
ち
の
生
活
に
最
も

影
響
を
与
え
て
い
る
の
が
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
あ
る
。

疑
う
こ
と
の
な
か
っ
た
価
値
観
は
日
々
揺

さ
ぶ
ら
れ
、
生
活
様
式
の
転
換
を
否
応
な

く
迫
ら
れ
た
。

　

今
も
昔
も
人
の

価
値
観
や
生
活
様

式
に
影
響
を
与
え

る
要
因
の
一
つ
が
、

社
会
の
中
に
あ
ふ

れ
る
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
。
感
染
症
法

の
原
点
と
も
さ
れ

る
「
虎こ

列れ

刺ら

病
予

防
法
心
得
」（
以
下
、

「
心
得
」
と
略
す
）

が
公
布
さ
れ
た
明

治
10
年
代
に
立
ち

返
っ
て
、当
時
の
メ

デ
ィ
ア
（
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
の

錦に
し
き

絵え

や
書
物
）
と

も
い
え
る
資
料
の

一
端
を
見
て
い
こ

う
。
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
言
説
（
表
現
）
を

用
い
て
、感
染
予
防
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

1
つ
目
は
、
消
毒
薬
の
使
い
方
を
普
及

す
る
た
め
に
刷
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
錦
絵
で

あ
る
（
資
料
1
）。
コ

レ
ラ
の
病
に
臥ふ

せ
っ

た
女
性
の
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
そ
の

上
は
隙
間
な
く
細
か

な
文
字
で
埋
め
ら

れ
、
挿そ
う

画が

と
し
て
の

役
割
を
果
し
て
い
る
。

上
述
の「
心
得
」に
記

さ
れ
て
い
る
消
毒
薬
の
用
法
が
引
用
さ
れ

て
お
り
、一
般
民
衆
の
実
用
に
供
す
る
以
上

に
専
門
的
な
内
容
に
特
化
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
消
毒
に
ど
の
よ
う
な
薬
品
を

用
い
、
何
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
消
毒
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
、
事
細
か
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。

　

2
つ
目
は
、コ
レ
ラ
予
防
の
わ
か
り
や
す

い
解
説
書
「
虎こ

列れ

刺ら

予よ

防ぼ
う
の

諭さ
と
し解

」（
資
料

2
）で
あ
る
。
編
集
に
は
、内
務
省
衛
生
局

だ
け
で
は
な
く
、
社
寺
局
が
加
わ
っ
て
い

る
。
理
由
は
、感
染
症
対
策
に
は
、民
衆
の

理
解
と
予
防
が
不
可
欠
で
、
神
官
や
僧
侶

と
い
っ
た
教き
ょ
う

導ど
う

職し
ょ
く

に
啓
蒙
活
動
を
担
わ
せ

た
か
ら
だ
。
内
容
に
お
い
て
着
目
す
べ
き

は
、
感
染
症
の
原
因
に
「
他
人
と
の
交ま
じ
わ
り通

」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
だ
。
多
く
の
人
が

集
ま
る
場
所
で
は
、
適
宜
、
外
に
出
て
新

鮮
な
空
気
を
吸
う
こ
と
、
飲
食
を
控
え
め

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
他

に
も
、人じ
ん

力り
き

車し
ゃ

夫ふ

に
対
し
て
1
日
10
里（
約

39
㎞
）
以
上
の
道
を
走
る
こ
と
は
体
に
害

で
あ
る
こ
と
、
女
性
や
子
供
に
は
度
を
過

ぎ
た
労
働
を
控
え
て
滋じ

養よ
う

品ひ
ん

を
用
い
る
こ

と
を
勧
め
て
い
る
。

　

基
本
的
な
予
防
法
は
現
代
と
も
相
通

じ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
時
代
に
即
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
者
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
今
と
な
っ
て
は
自

明
と
な
っ
た
考
え
方
も
、
過
去
と
比
較
対

照
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
な
ぜ
成
立
し
た

の
か
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。

資料2

虎列刺予防諭解
内務省衛生局社寺局／編　
1880年（明治13）　資料番号 87103145

資料1　

内
ない
務
む
省
しょう
衛
えい
生
せい
局
きょく
御
おた
達
っし
略
りゃく

 虎
こ
列
ろ
刺
り
病
びょうふせぎかた
予方法

歌川国明／画　1877年（明治10）　資料番号 97200474・97200475
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江
戸
博
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

「
景
品
貯
金
箱 

ギ
リ
シ
ャ
の
ボ
ク
ち
ゃ
ん
」

　

高
度
経
済
成
長
期
、
国
内
の
銀
行
は
個
人

預
金
の
獲
得
に
つ
と
め
、
ロ
ゴ
や
制
服
を
刷
新

す
る
な
ど
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
励
み
ま
し
た
。
各

行
は
競
っ
て
独
自
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
展
開
し
、
ソ
フ
ト
ビ
ニ
ー
ル
製
の
貯
金

箱
を
製
作
し
て
景
品
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
富
士
銀
行
（
現 

株
式
会
社
み
ず

ほ
銀
行
）
の
「
ボ
ク
ち
ゃ
ん
」
は
、
誕
生
の
来
歴

が
知
ら
れ
る
数
少
な
い
存
在
で
す
。
同
行
の

『
富
士
銀
行
の
百
年
』（
1
9
8
5
年
発
行
）は
、

1
9
6
2
年
（
昭
和
37
）
当
時
の
広
報
担
当
者

の
回
想
を
載
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

暮
れ
の
ボ
ー
ナ
ス
に
向
け
た
企
画
に
悩
む
担

当
者
が
、
自
宅
で
１
歳
に
な
り
た
て
の
お
子
さ

ん
を
見
て
い
た
時
、
子
供
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

し
た
人
形
の
貯
金
箱
を
着
想
し
た
と
あ
り
ま

す
。
回
想
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
葛
飾
支
店
の
取

引
先
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
に
お
願
い

し
、
２
か
月
で
製
作
し
た
と
続
き
ま
す
。
製
作

者
は
不
明
な
が
ら
、
東
京
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

　

1
9
6
2
年
11
月
に
初
登
場
し
た
「
ボ
ク

ち
ゃ
ん
」は
、半
年
ご
と
に
世
界
各
地
の
民
族
衣

装
姿
で
あ
ら
わ
れ
人
気
を
得
、
1
9
6
9
年

（
昭
和
44
）ま
で
16
種
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

当
館
で
は
現
在
13
種
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

写
真
は
1
9
6
4
年
（
昭
和
39
）
の
6
月

に
登
場
し
た
「
ギ
リ
シ
ャ
の
ボ
ク
ち
ゃ
ん
」、

五
輪
直
前
の
雰
囲
気
が
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の

時
に
は
例
外
的
に
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ボ
ク
ち
ゃ
ん
」と
二
種
類
が
登
場
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
選
手
団
公
式
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
赤
い
ブ
レ
ザ
ー
と
白
い
ス
ラ
ッ
ク
ス
で
ハ
ッ

ト
を
手
に
し
た
、
七
三
分
け
の
「
ボ
ク
ち
ゃ

ん
」
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
民
族
衣
装
姿
と

比
較
す
る
と
地
味
に
見
え
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
ち
ら
は
収
蔵
で
き
て
お
り
ま

せ
ん
。 

（
学
芸
員　

新
田
太
郎
）

キュレーターズ・
チョイス
 V o l .  1 0  

　

図
書
館
に
あ
る
本
の
背
に
は
、
本
を
棚
に
並
べ
る
際
の「
住
所
」
と
な
る

「
請
求
記
号
ラ
ベ
ル
」が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
常
、
1
段
目
は
分
野
を
表
す

分
類
記
号
、
2
段
目
以
降
は
本
を
受
入
れ
た
順
番
や
巻
数
、
発
行
年
な
ど

を
表
示
し
ま
す
が
、江
戸
東
京
博
物
館
の
図
書
室
で
は
、博
物
館
や
各
地
域

か
ら
収
集
し
た
刊
行
物
に
限
り
、独
自
の
ラ
ベ
ル
表
記
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
1
段
目
は
、
発
行
元
の
博
物
館
の
所
在
地
域
を
表
し
ま
す
。こ
れ
は

分
野
で
は
な
く
地
域
で
分
類
し
て
い
る
た
め
で
す
。
写
真
を
例
に
説
明
し
ま

す
と
、「
M
」は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
表
し
、
4
桁
の
数
字
は
頭
の
2
桁
が
都
道

府
県
、下
2
桁
が
市
区
町
村
を
表
し
ま
す
。

　

2
段
目
は
、「
博
物
館
名
」と
「
当
室
で
登
録
し
た
順
番
」
を
表
し
ま
す
。

記
号
の
付
け
方
は
館
名
の
頭
文
字
と
、
1
段
目
で
示
し
た
地
域
で
、そ
の
頭

文
字
が
付
く
博
物
館
と
し
て
何
番
目
に
登
録
し
た
館
な
の
か
を
表
し
ま

す
。こ
れ
は
当
室
独
自
の「
館
記
号
」で
、収
集
元
の
す
べ
て
の
博
物
館
に
付

い
て
い
ま
す
。

　

3
段
目
は
、2
段
目
で
示
さ

れ
た
博
物
館
か
ら
収
集
し
た

刊
行
物
の
順
番
と
巻
数
を
表

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
請
求

記
号
は
図
書
館
独
自
の
表
記

を
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
図

書
館
を
訪
れ
た
際
に
は
請
求

記
号
ラ
ベ
ル
を
見
比
べ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

図
書
室
の
仕
事 

Vol.
4

請
求
記
号
ラ
ベル
に
は	

	

い
ろ
い
ろ
あ
る
？！

図書室から
お知らせ

景品貯金箱 ギリシャのボクちゃん
1964年（昭和39）6月
株式会社富士銀行／配布
資料番号 97001330

当館の刊行物の請求
記号ラベル。1段目の
「3624」は東京都墨
田区を表し、２段目の
「TO-3」は、区内で頭
文字に「TO」が付く
館で3番目に登録し
た館が、東京都江戸
東京博物館であるこ
とを表します。
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江戸東京博物館分館
江戸東京たてもの園から

江戸東京たてもの園 〒184-0005 小金井市桜町3-7-1（都立小金井公園内）  
TEL  042-388-3300   https://www.tatemonoen.jp

　

日
本
で
江
戸
時
代
に
発
達
し
た
銭
湯
は
、
江
戸
で
人
々

の
憩
い
の
場
と
し
て
広
ま
り
、明
治
・
大
正
・
昭
和
の
東
京

で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
と
し
て
く
ら
し
に
根
付

き
ま
し
た
。そ
し
て
、時
代
と
と
も
に
そ
の
姿
を
変
え
な
が

ら
、今
日
ま
で
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
銭
湯
の
歴
史
を
全
４
期
に
わ
た
っ
て
ご
紹
介
す

る
本
展
は
、
昨
年
６
月
の
開
会
か
ら
１
期
、２
期
と
会
場

レ
イ
ア
ウ
ト
や
展
示
資
料
を
変
え
な
が
ら
、
現
在
は
３
期

を
開
催
中
で
す
。
展
示
室
に
は
、
江
戸
時
代
の
銭
湯
経
営

に
関
わ
る
文
書
か
ら
昭
和
の
銭
湯
用
品
、
現
代
の
銭
湯
ア

プ
リ
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
で
、
年
代
も
形
態
も
様
々
な
資

料
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
期
は
銭
湯
の
脱
衣
場
に

飾
ら
れ
て
い
た「
ガ
ラ
ス
絵
」を
初
公
開
し
ま
す
。

　

平
成
、
令
和
へ
と
時
代
が
移
り
変
わ
る
な
か
、
銭
湯
は

年
々
数
を
減
ら
し
な
が
ら
も
人
と
人
が
交
流
す
る
場
と
し

て
、
私
た
ち
に
ぬ
く
も
り
と
希
望
を
も
た
ら
し
続
け
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
銭
湯
に
親
し
ん
で
い
る
方
も
、そ
う
で
な
い

方
に
も
、
銭
湯
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
展
覧
会
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
学
芸
員　

小
林
愛
恵
）

特
別
展「
ぬ
く
も
り
と
希
望
の
空
間

　
　

    

〜
大
銭
湯
展
3
期
」

開
催
中
：
５
月
30
日（
日
）ま
で

※
会
期
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

表 紙 解 説

お問い合わせ 03-3626-9974（代表）
ホームページ https://www.edo-tokyo-museum.or.jp
来館のご案内 JR総武線「両国駅」西口から徒歩3分

都営地下鉄大江戸線「両国駅（江戸東京博物館前）」A3・A4出口から徒歩1分
都バス錦27・両28・門33系統 墨田区内循環バス南部ルート「都営両国駅前 
（江戸東京博物館前）」下車、徒歩3分
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「冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏」
葛飾北斎／画　1831～33年（天保2～4）頃
資料番号 92202743

　葛飾北斎の代表作「冨嶽三十六景」のなかの最も
有名な一図。江戸湾から富士山を望み、せり上がる大
波は生きているかのように襲いかかり、奥に悠然と見え
る富士山と、「動」と「静」の対比が見事に表現される。
2024年度に発行の新千円札の裏面に予定されるなど、
本図をめぐるエピソードが現代でも生まれており、その
魅力を高めている。 （学芸員　小山周子）

Instagramで楽しむ江戸東京博物館

当館施設のご案内  ̶大・小ホール  会議室   学習室̶

当館公式 Instagramでは、選りすぐり
の写真を随時アップしています。
ぜひフォローしてください！

　当館１階にあるホール、会議室、学習室は、当館の各種事業で使
用しているほか、一般の方々へ貸出もしています。
　大ホール・小ホールは、伝統芸能の公演や発表会などに、会議
室・学習室は、舞台稽古、ワークショップなど多種多様な用途にもご
使用いただけます。
　東京オリンピック・パラリンピック競技大会期間には、当館の事業
として、伝統芸能の素晴らしさをお子様から大人まで分かりやすく
楽しみながら体験できる公演を開催する予定です。
　詳細は、決まり次第ホームページに掲載いたします。

貸出施設の詳しいご案内はホームページをご確認ください。
https://www.edo-tokyo-museum.or.jp/purpose/room-rental

大ホール


